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●s0MUHz帯ノンスペース小形ＶＨＦアンテナ

●コメットアンテナお買いあげのみなさまへ

このたびはコメットアンテナをお買いあげいただきまして、あり

がとうございました。この取扱説明書はアンテナの正しい取り扱い

方法と、簡単な調整・手入れについて説明してあります。よくお読

みいただいたうえ、いつまでもすぐれた機能が発揮できるよう、本

書を十分にいかしてご使用ください。

なお、お買いあげいただいた製品は厳重な品質管理のもとに生産

されておりますが、万一運搬中の事故などによる破損がありました

ら、取扱店にお申し付けください。

２汀

{蒋一長１
①給電部には、大形パランを内蔵していますので、ＴＶI対策が万全

です。都市部のせまい場所からも安心してＶ・ＵＨＦなみにＨＦが

おたのしみいただけます。

（注意）

このバランは短絡型のため、コネクターの芯線側とコネクターの

アース間及びコネクターの芯線側とアンテナ間、及びアンテナと

アンテナ間のすべてに導通があります｡(テスターで計りますとＯ

Ｑを指します｡）

②ＨＦアンテナでありながら小形軽量であります。性能はバランを

内蔵してアンテナ角度可変によりマッチングがとりやすく、大形

アンテナ並の威力を発揮します。

③アンテナエレメントの角度が可変しますので場所を選びません。

調整も非常に簡単ですので、ベランダ設置に、ダイポールに、野

外に、モービル等運用に多用途に使用可能であります。

④構造的にも強く給電部はガラス繊維樹脂を、金属は錆びないステ

ンレス、アルミそれに真鋪にクロームメッキを使用し、それにロ

ーデング部にはガラス繊維樹脂管を使用し、電気的にも安定した

機能を発揮出来るよう対策されています。

■ｚ等

､

●２ＢＭＨＺ帯ノンスベース小形ＨＦアンテナ
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｢歪一雨
形式…･･･グランドプレーン

周波数……ＣＨＡ-3.5...3.5ＭＨｚＣＨＡ－２１……21ＭＨｚ

ＣＨＡ－７……７ＭＨｚＣＨＡ－２４……24ＭＨｚ

ＣＨＡ－ｌ４……14ＭＨｚＣＨＡ－２８……28ＭＨｚ

ＣＨＡ－１８……18ＭＨｚＣＨＡ－５０……50ＭＨｚ

Ｖ・ＳＷＲ･…･foにおいて1.2以下

インピーダンス･･…50Ｑ

耐入力.…200Ｗ(ＳＳＢ）3.5ＭＨｚ120Ｗ(ＳＳＢ）
コネクター．．…Ｍ－Ｊ

璽量…･･ＣＨＡ-3.5..．…1.53ｋｇＣＨＡ－２１……1.12ｋｇ

ＣＨＡ－７…･･･1.49ｋｇＣＨＡ－２４……１．１ｋｇ

ＣＨＡ－１４…｡?･1.17ｋｇＣＨＡ－２８……１.Ｏ９ｋｇ
ＣＨＡ－１８……1.14ｋｇＣＨＡ－５０……1.06ｋｇ

全長．．…ＣＨＡ-3.5……殿大約3.4ｍ

ＣＨＡ－７・・…･最大約３ｍ

ＣＨＡ－１４……最大約2.8ｍ

ＣＨＡ－１８……最大約2.7ｍ

ＣＨＡ－２１……最大約2.8ｍ

ＣＨＡ－２４……最大約2.7ｍ

ＣＨＡ－２８……最大約2.8ｍ

ＣＨＡ－５０……〃

取付ポール径･…25の～65ゆ
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｢栗霊殖五１
アンテナの周囲に障害物がない場所が理想的ですが、次に代表的

な４例を紹介します。

①ポールにアンテナを水平に取付けて、アンテナエレメント角度を

変える法。（地上２ｍ以上）

架設､組立
③ベランダ手すりから外へ水平にアンテナを取付け、アンテナエレ

メントの角度を変える法。

調整固定ネジ

ジ

ある方）

図２での標準

く ＞

匡全言豊＝
図3．ベランダ手すりから外へ水平に取付け､放射素子の図1．ポールに水平に取付けて､放射素子の角度を変えた図

図４での標準鯛整エレメント寸法

角度を変えた図（真上から見た図）

|'

図ｉでの標準調整エレメント寸法

(例）２１ＭHzバンドで150.の角度で取付ける場合

２１ＭＨｚと150・の交点により４１＝570ｍｍ22＝518mmとなります。

②ポールにアンテナを垂直に取付けてアンテナエレメントの角度を
④ベランダの手すりにアンテナを垂直に取付けて、

ン卜の角度を変える法。

アンテナエレメ
変える法。（地上２ｍ以上）lq

！
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へ付属のラグ端子を半田付けして取付け、ベランダに穴を明けて

タッピンネジ及びスプリングワッシャで取付けるか、別の方法で

も完全にアースがとれる様にしていたザければＯＫです。

中心周波数(f◎)の調整部品図及び外観概略図

ｏアンテナ（ＣＨＡ-3.5、CHA-7、CHA-18、CHA-21、CHAR-24、

CHA-28、CHA-50)と無線機の間へ使用する周波数帯及び電力に

適合するＳＷＲ計を図のとおり接続します。

手すり

鉄の場合穴径は3.6の

アルミの場合穴径は3.3の

Ｏベランダ用アンテナは、お子様がアンテナに手などがふれない場

所に設置して下きい。送信中アンテナにふれますと危険です。
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ＳＷＲ計
レメント

Ｏ図１の取付状態で180．の場合は､まず標準アンテナ寸法の表を見て

４１及びQ2の長さで固定します。バンド内で測定し（７ＭＨｚ帯では、

空中線の帯域がせまいため、ＳＷＲが悪くて無線機の保瞳回路が

動作して中心周波数がどこにあるのかわからない場合があります

が、バンドの低い方から高い方まで１０KHz毎に周波数を変えて発
信してみれば、ｆｏがどこにあるのか分かるはずです｡）どの周波数

でも保護回路が動作する様でしたら、４，と２２の長さを同じ寸法

（２cm程度づつ)で出し入れし、出し入れする毎にバンドの低い方

から高い方まで周波数を変えて、ＳＷＲを測定する作業をくり返

して希望の周波数に中心周波数(ＳＷＲが一番下がる点)がくる様

にします。このとき調整エレメントを出せば低い方へ、入れ、ば

高い方へ中心周波数がずれます。なお、両鵜の調整エレメントの

出し入れによる中心周波数の移動(１cm当り）は表のとおりです。

詮鰍…
半田付け

一生｡‐雲、_ﾗク端子

U字ボルト取付金具スプリングﾜッシャ

Ｏ図１の180･以外の取付状態の場合は、まず標準エレメント寸法で

組み、バンド内で中心周波数をみつけます。そして希望中心周波

数より低い場合は、どちらかの(どちらでも良い)調整エレメント

を入れて短くし、高い場合は長くします。もし取付状態によりア

マチュアバンド内に中心周波数が見当らない場合も、片方の調整

エレメントを固定して、もう一方の方を動かして、アマチュアバ

ンド内へもってきます。このとき、中心周波数のＳＷＲが悪い場

合は、Ｃｌを短くしもう一方の４２を同じ割合（２cm程度づつ）で長

くします。そのとき、ＳＷＲが前よりも悪くなれば、その逆です

から４１を長くし、４２を短くすればＳＷＲが良くなります。これを

くり返せば希望の周波数でＳＷＲは1.2以下になります。

もし、これでもＳＷＲが下がらない場合は、アース線を取り去り、

フィーダーケーブル(同軸線等)がぶらぶらしない様にピニールテ

ープ等で固定し、前記の方法でＳＷＲを調整します。
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o25の～35｡のポールに金具をヨコに取付ける場合、Ｕ字ボルトの先

鵜が角度調整金具のボルトに接触しない様均等に締めつけ、Ｕ字

ボルトの先嬬に塩ビキャップ(４ヶ）をかぶせて下さい。

ｏ給電箱からベランダへのアース線はできるだけ短く切ってその先

塩ビ等ﾔｯブー ■■

両端の飼整エレメントの出し入れによる
中心周波数の移動（１cm当り）

３．５ＭＨｚ １０ＫＨｚ

７ＭＨｚ ２０ＫＨｚ

１４ＭＨｚ ４５ＫＨｚ

１８ＭＨｚ ６７ＫＨｚ

21ＭＨｚ ７４ＫＨｚ

24ＭＨｚ ５０ＫＨｚ

28ＭＨｚ １１０ＫＨｚ

50ＭＨｚ ３５０ＫＨｚ



シングルバンドﾉﾝスペース小形HFアンテナについて

①全長耀入の無限に細い線でできたダイポールの中央のインピーダンス
Ｚは、Ｚ＝73＋j42Qとなります。この虚数部の＋j42を無くする
ために、ダイポールの長さを短くします。そのときのインピーダ

ンスは、７３Ｑより低くなります。

賂入

無限に細い線

Ｚ＝73＋l42Q

◆全長を短くする

Zoが73Ｑより低くなる

②こんどは、ダイポールのエレメントをだんだん太くしていきます

とだんだん短縮率が増え、給電点のインピーダンスも下がってき

ます。

全長が短くなり
インピーダンスも低くなります。

③このアンテナを短縮して、ローディングコイルを入れて共振させ

たダイポールアンテナの中央のインピーダンスは、５０Ｑに近くな

ってきます。（無線機及び同軸線が50Ｑ系のものが多いので､給電

点インピーダンスは50Ｑになるとよい｡）ＣＨＡ－５０

Ｚ＝５０Ｑ

④更に短縮してローディングコイルを増やして共振させたダイポー

ルアンテナの中央部のインピーダンスは噌々低くなり、アンテナ

の長さを短くすればするほど低くなります。

ますます低くなる

⑤そのため、この様な短縮したアンテナでは（CHA-3.5、CHA-7、

CHA-14、CHA-18、CHA-21、ＣＨＡ－２４、CHA-28)アンテナの中

央部でマッチングをとらなければならないわけであります。

部

Ｚ＝５０Ｑマッチングコイルを口一宗イングコイルと

アンテナの中央に図の様なマッチング回路を入れて、出力が50Ｑ

になる様に調整してあり、そしてこのマッチングコイルをローデ

ィングコイルといっしょにアンテナに巻き込んで、コンデンサが

給電箱に入った状態になっています。

⑥また、このアンテナを給電点から折り曲げますと、インピーダン

スが低くなりますが、これの補正は、給電点の位置をずらすこと

により整合をとっています｡路入ダイポールアンテナでは､夕:イポー
ルの中央でのインピーダンスが一番低くなり、中央から外へはな

れるほどインピーダンスが高くなります。

んだんインピーダンスが高くなる

ー 一

◎一一一一一

◎

数ＫＱ(電圧給電）

ダイポールアンテナの先端で給電すれば、給電点のインピーダン

スは数ＫＱ(電圧給電)となります。この給電点の移動（当社ベラ

ンダ用アンテナでは、調整エレメントの長さを変えて給篭点の位

置をずらします｡)により給電点のインピーダンスを高い方へ変え

ることができます。

⑦CHA-50、２８，２４，２１，１８，１４，７，３．５は、すべて、アンテナを

一直線上に180･に開き、調整エレメントの長さをＬ１＝Ｌ２で各バン

ドで共振させたとき、丁度給電点のインピーダンスが50Ｑ（Ｖ･Ｓ

ＷＲ＝１）になる様に調整してあります。

一一(皿2脚-1両一＝戸
卜

③アンテナを給電点で折曲げたり、あるいは金属片(ベランダ等)に

近い場合は、インピーダンスは低くなりますから、エレメント長

を片方を長く片方を短くすれば、給電点が移動するため給電点イ

ンピーダンスは高くなり、インピーダンスを50Ｑに整合できるこ

:.§睡亜に．=＝

⑨CHA-721は､７ＭHz帯と21ＭHz帯が共用で給電箱が同じであるた

め、このアンテナを180･に開き、２１ＭＨｚ帯をＬ１＝Ｌ２で共振させたと

き、丁度給電点のインピーダンスが50Ｑになる様にして、７ＭＨｚ帯は、

Ｌ１の長さとＬ２の長さを変えて、給電点の位置を変え、インピーダ

ンスが高くなる様にして整合をとっています。
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